


















































































































































































































































































































































 1 . 首都がケッペンの気候区分により定義される 5気候帯（寒帯、冷帯、温帯、熱帯、
乾燥帯）のいずれに属するか。





 3 . 1人当たり GDPの 2乗。
 4 . Gini係数（国内の所得格差の度合いを表す指数、とりうる値の範囲は 0に近いほ
ど格差は小さく、1に近いほど格差は大きい）。
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表 2	 ボトルドウォーター消費要因に関するクロスカントリー分析（Gini 係数を説明
変数に含む）
推定値 標準誤差 t値 p値
寒帯 ‒72.8244 64.5495 ‒1.13 0.2642
冷帯 ‒12.2264 56.59482 ‒0.22 0.8298
温帯 ‒25.7011 55.99501 ‒0.46 0.6481
熱帯 ‒24.4356 55.64973 ‒0.44 0.6623
乾燥帯 ‒40.6788 56.39375 ‒0.72 0.4738
1人当たり GDP 0.00288*** 0.00084 3.43 0.0012
1人当たり GDP（2乗） 0*** 0.1194×10‒7 ‒3.31 0.0016
Gini係数 ‒0.10196 0.62868 ‒0.16 0.8718
安全な水へのアクセス人口率 0.60671 0.5301 1.14 0.2575
注：*、**、*** はそれぞれ有意水準が 10％、5％、1％以下であることを示す。
表 3	 ボトルドウォーター消費要因に関するクロスカントリー分析（Gini 係数を説明
変数に含まない）
推定値 標準誤差 t値 p値
寒帯 ‒20.0577 27.69563 ‒0.72 0.47
冷帯 ‒13.9887 21.44281 ‒0.65 0.5151
温帯 ‒19.857 19.93994 ‒1 0.3209
熱帯 ‒23.4515 18.85492 ‒1.24 0.2155
乾燥帯 ‒33.2035* 19.16137 ‒1.73 0.0852
1人当たり GDP 0.00089** 0.00036 2.44 0.0159
1人当たり GDP（2乗） 0 0.3319×10‒8 ‒1.24 0.2155




 1 . 安全な水へのアクセス人口率が高いと、1人当たりの推定ボトルドウォーター消費
量は増加する。
 2 . 1人当たり GDPが多いと、1人当たりの推定ボトルドウォーター消費量は増加す
る。












































 1 . ボトルドウォーター消費量（6段階レベル表示）
 2 . 安全な水へのアクセス人口率
 3 . 新生児死亡率
 4 . 乳幼児死亡率（1歳以下）
 5 . 乳幼児死亡率（5歳以下）
 6 . 死亡率
 7 . 1人当たり GDP
 8 . 名目国内総生産成長率





















































推定値 標準誤差 t値 確率
ボトルドウォーター消費量レ
ベル
← Gini係数 ‒.012 .017 ‒.678 .498
医療費支出 ← Gini係数 2.162 2.123 1.018 .309
新生児死亡率 ← Gini係数 .078 .122 .638 .524
ボトルドウォーター消費量レ
ベル
← 安全な水へのアクセス人口率 .015 .008 1.957 .050
名目 GDP成長率 ← 人口増加率 .721 .335 2.151 .031
医療費支出 ← 安全な水へのアクセス人口率 3.515 .739 4.753 ***
医療費支出 ← 国内総生産（1人当たり） .045 .001 51.134 ***
人口増加率 ← 国内総生産（1人当たり） .000 .000 3.792 ***




‒1.196 .624 ‒1.918 .055
新生児死亡率 ← 安全な水へのアクセス人口率 ‒.466 .046 ‒10.088 ***
新生児死亡率 ← 医療費支出 ‒.008 .005 ‒1.685 .092
新生児死亡率 ← 1人当たり GDP .000 .000 1.310 .190
ボトルドウォーター消費量レ
ベル
← 1人当たり GDP .000 .000 4.329 ***
1人当たり GDP ← 安全な水へのアクセス人口率 247.732 66.872 3.705 ***
人口増加率 ← 医療費支出 ‒.002 .001 ‒3.607 ***
安全な水へのアクセス人口率 ← 名目 GDP成長率 ‒.341 .487 ‒.701 .483
人口増加率 ← 安全な水へのアクセス人口率 ‒.028 .007 ‒4.092 ***
ボトルドウォーター消費量レ
ベル
← 名目 GDP成長率 ‒.034 .028 ‒1.211 .226
ボトルドウォーター消費量レ
ベル
← 人口増加率 ‒.199 .114 ‒1.746 .081






 1 . 安全な水のアクセスが死亡率に与える影響




推定値 標準誤差 t値 確率
1人当たり GDP ← 安全な水へのアクセス人口率 248.758 66.538 3.739 ***
医療費支出 ← 安全な水へのアクセス人口率 3.463 .740 4.681 ***
医療費支出 ← 1人当たり GDP .045 .001 50.873 ***
人口増加率 ← 1人当たり GDP .000 .000 3.959 ***
人口増加率 ← 医療費支出 ‒.002 .001 ‒3.868 ***
人口増加率 ← 安全な水へのアクセス人口率 ‒.036 .005 ‒7.533 ***
ボトルドウォーター消費量レ
ベル
← 安全な水へのアクセス人口率 .014 .008 1.810 .070
ボトルドウォーター消費量レ
ベル
← 1人当たり GDP .000 .000 4.361 ***
ボトルドウォーター消費量レ
ベル




‒1.863 .559 ‒3.334 ***

































1人当たり GDP .299 .000 .000 .000 .000
医療費支出 .371 .948 .000 .000 .000
人口増加率 ‒.617 .056 ‒1.160 .000 .000
ボトルドウォーター
消費量レベル
.419 .324 .263 ‒.227 .000
新生児死亡率 ‒.760 ‒.065 ‒.053 .046 ‒.201
表 8　安全な水へのアクセス人口率の相関関係
推定値 標準誤差 t値 確率
標準化後
推定値
新生児死亡率 ← 安全な水へのアクセス人口率 ‒.498 .043 ‒11.622 *** ‒.676
1歳未満死亡率 ← 安全な水へのアクセス人口率 ‒1.117 .096 ‒11.691 *** ‒.712
5歳未満死亡率 ← 安全な水へのアクセス人口率 ‒1.905 .162 ‒11.755 *** ‒.736




























推定値 標準誤差 t値 確率
標準化後
推定値
新生児死亡率 ← BW消費量レベル ‒1.196 .624 ‒1.918 .055 ‒.129
1歳未満死亡率 ← BW消費量レベル ‒1.152 1.314 ‒.877 .381 ‒.058
5歳未満死亡率 ← BW消費量レベル ‒.640 2.233 ‒.287 .774 ‒.020





  1） Unicef　http://www.unicef.or.jp/special/water/life.html
  2） 大崎敬子　http://www.unic.or.jp/files/MDGreport2014-_Japanese.pdf
  3） Unicef　http://www.unicef.or.jp/special/water/report01_1.html
  4） 国際連合広報センター　http://www.unic.or.jp/news_press/features_backgrounders/9629/
  5） 国連開発計画（UNDP）　http://www.jp.undp.org/content/tokyo/ja/home/mdgoverview/mdg_7/
  6） 鉱化とは、地下水が滞留または移動中に地層中の無機塩類を溶解することをいう。
  7） 湧水とは自噴している地下水をいう。
  8） 推定消費量のレベルを用いた順位ロジット／プロビット分析も試みたがすべての説明変数が統計的
に有意でないという結果が得られた。このため本論文ではその結果を省略している。
  9） 以下は、新生児死亡率に関する分析だが、同様の分析は 1歳および 5歳未満の乳幼児死亡率、また
全体の死亡率に関しても行っている。
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